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１．建築図面と建築アーカイブ

　建築図面は建築物を絵と記号で表現したもので、建築物の計画と設計、協議、許可、施工、事後管
理と評価など、建築の全段階において疏通の媒体かつ証拠として使用される。建築図面はその作成目
的と形式によって種類が多岐にわたり、図面作成において近代的な投影法が採用されたか否かが、伝
統的な建築図と近代建築図面を区分するものとなる１）。
　厳格な作図規範による近代建築図面が発展した背景には、近代的建設の発展と建築行政の形成があ
る。建築物の種類が多様かつ大規模化するにしたがい、様々な専門家たちが建設過程において参与
することとなった。また、都市建築の公共性が注目され、建築物の事前審議と許可、事後管理制度
が導入された結果、関係者間の疎通を目的とした正確な媒体が必要となったのである。このような
過程を経て、３次元の立体を互いに直角をなす３方向の２次元面に投影する正投影法（orthographic 
projection）が開発され、また、縮尺によって寸法を縮小し材料の区分を示す記号が用いられた近代
建築図面が登場したのである。
　建築図面が重要な理由は、３次元の形態を記録する最も正確で便利な手段だからである。立体で作
る建築模型は、形態の再現の特性が優れているため東西を問わず早くから建築活動において幅広く使
用されていた。しかしながら、建築模型は製作に大きな労力を要し、かつ原型の維持が困難であるた
め行政的な記録物として発展することは困難であった。
　建築アーカイブは、最終的な建築図面と建築模型をはじめとして、建築家や建築物のすべての記録
物の収集・保管を目的としているため、設計過程で出来たスケッチや行政文書などの記録物、建築物
の完工以降に発表された言論報道や写真など、これらすべてを収集の対象としている。特に、建築家
を中心としたアーカイブの場合、個人の記録物や愛蔵品が含まれ、建築物を対象としたアーカイブに
は建築物の部材や実物、附属品までもが収集されるなど、その収集対象は極めて多様である。そのな
かでもスケッチを含む建築図面は建築家が建築的概念を構想し発展させ、それを他の人々と共有する
基本的な手段であるという点で建築アーカイブの最も重要な収集対象である２）。

韓国近代建築図面アーカイブの現況と
国家記録院所蔵資料の意味

田鳳煕（ソウル大学校）

１）本稿は近代的投影法の使用可否によって、伝統的建築図と近代建築図面を区別したが、これは任意的なものである。伝統的建築
図の時代にもフリーハンドもしくは定規を利用して建築物が描かれていたが、縮尺と図法が一定ではないスケッチと間架図、図、
図形など多様な形式の建築絵が使用されていた。これらを総称して建築図という。一方、近代的な投影法といっても透視投影法が
まず開発された後に、平行投影法が開発され、両者は時差を置いて使用されたため、いつから近代図面と呼称するかについては論
争がある。しかしながら、本稿では平行投影法と縮尺を適用しているかどうかを基準とする。

２）田鳳煕・禹東善・李雨鐘・「韓国の建築アーカイブ構築のための基礎的研究」（『大韓建築学会論文集』、20巻３号、大韓建築学会、
2004. 3.）。
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２．韓国の近代建築図面の所蔵処と資料の性格

　韓国に西欧の近代建築とともに近代的な図面作製法が導入されたのは、開港以降のことである。初
めて近代的な投影法が適用された図面は地図と測量図であり、その後1900年代初めには建築図面の原
型が登場する。
　解放（1945年）以前に作成されたものを対象とすると、現在韓国の建築図面は作成時期と作成主
体、所蔵処によって大きく３つに区分される。まず他の記録物管理と同様に、1910年以前に作成され
た大部分の資料はソウル大学校奎章閣韓国学研究院に所蔵されており（図１）、1910年の韓日併合以
降の朝鮮総督府の資料は基本的に国家記録院が管理している（図２）。このほか宮闕や王室に関連す
る図面は韓国学中央研究院蔵書閣で保管されているが、これは植民地下の李王職で生産もしくは管理
していた資料である（図３）。植民地時期、李王職は朝鮮総督府ではなく日本宮内省に所属していた
が、解放以降は旧皇室事務庁、旧皇室財産事務総局などを経て、1961年に文化財管理局（現、文化財
庁）へその業務が移管された。一方、李王職で管理していた蔵書閣の資料も同じ経路を経て、最終的
に1981年に韓国学中央研究院蔵書閣へ移されることになった。しかし、文化財管理と直接関連した資
料の一部は、ともに移管されず文化財庁に残された３）（図４）。

＜図１＞『韓国近代圖面の原点』（田鳳熙・李奎喆・徐英喜著、ソウル大出版文化院、2012年）

奎章閣韓国学研究院所蔵図面を整理したものである。

＜図２＞『日帝時期建築図面解題Ⅶ－各級機関及び地方庁舎編』（国家記録院、2014年）

国家記録院所蔵図面の解題集はソウル大学建築史研究室（主
任教授：田鳳熙）の解題の作業を経て発刊された。同解題
集は2008年から2014年にかけて毎年刊行され、計７冊にお
よぶ。これは2014年に刊行された『日帝時期建築図面解題
Ⅶ－各級機関及び地方庁舎編』（国家記録院）である。

３）建築図面類は文化財庁の文化財研究所で管理していたが、2014年２月６日付で文化財庁傘下の古宮博物館に移管された。
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＜図３＞『近代建築図面集』（韓国学中央研究院蔵書閣、2009年）

蔵書閣所所蔵の図面を整理したものである。

＜図４＞『国立文化財研究所所蔵　朝鮮王室建築図面』（国立文化財研究所、2013年）

文化財庁所蔵の図面を整理したものである。

（１）奎章閣韓国学研究院所蔵図面

　奎章閣韓国学研究院に所蔵されている図面資料は現在まで756種が確認されているが４）、そのなか
には伝統的な間架図と略図として製作された図面も含まれている。近代的な投影法が適用された近代
図面類のなかで最も古いものは1861年から1883年にイギリス海軍が製作した韓半島沿岸の測量図であ
る。1900年代初めまでの近代図面は、主に日本人を含む外国人によって作成されたもので、外国人の
韓半島進出と直接的な関連性を有していた。図面の種類は開港場を中心とする地域の土地境界画定、
築港工事などの土木関係図面、ソウルと釜山など大都市の家屋の略図などである。
　1907年から1910年の間には、図面の量が急増し、特に韓国人技師によって作成された近代図面が登場す
る。近代図面のなかで最も多いのは皇室財産整理の過程で製作されたもので、皇室所有や皇室所有と推定
される土地と家屋に対する実測図が300枚ほど所蔵されている。また、不動産関連証明制度の導入に伴い、
売買と典当証明書の附属図書として作成されたソウル所在の家屋の測量図も200枚以上残存している。こ

４）以下、奎章閣韓国学研究院所蔵図面資料に対する内容は、田鳳煕・李奎喆・徐英熙著『韓国近代図面の原点』（ソウル大出版文化院、
2012）参照。
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れらの実測図面は、近代化以前の状況を記録している最初の近代的記録という点で歴史的価値が高い。
　1900年代初めに作成されたものと推定される「外部顧問室建築図形」（図５）は、その構成と内容
が珍しいことで知られている。これは、外部の顧問室を新築するための平面と立体の形が略図とし
て描かれており、工事の内容がハングルで併記されている１枚の文書（54.09cm×69.76cm）である。
ハングルで書かれた建築工事仕様書という点において、この文書は韓国人が作成した最初の建築図書
である可能性が大きい。

＜図５＞「外部顧問室建築図形」（1900年代初）奎章閣韓国学研究院所蔵

ハングルで作成された最初の仕様書とみられ、韓国人技術者が西洋
建築の導入期に新しい建築技術を収容し理解した状況が分かる貴重
な資料である。

（２）蔵書閣所蔵図面

　蔵書閣が所蔵している図面は全174種に及び、それらは宮闕および王室儀礼に関する図面と家屋図
形に大別することできる５）。宮闕および儀礼関係の図面は、一部の例外を除いてその大部分が大韓帝
国宮内府および李王職で製作されたものであり、植民地時期の宮闕の変化を語る上で重要な資料であ
る。特に昌徳宮は1907年に即位した純宗の居宮であったため、これに関する図面が96枚と最も多くの
量を占めている（図６）。このほか景福宮と昌慶宮、徳寿宮の関連図面も21枚残存している（図７）。
儀礼についての図面は、植民地時期に行われた陸墓の補修と純宗の国葬（1926年）のための施設計画
図である。一方、家屋の図形に分類されるのは全23枚で、「清平尉宮平面図」のように宮家を表した
ものや、「里門内具允鈺家屋図形」のように王室との婚姻によって分与された家屋など王室と関連す
る家屋のほか、家主を確認できない士大夫や庶民の家屋を描いたものも含まれている。これらの図面
はすべて伝統的な間架図の形式をとっており、製作時期も17世紀から19世紀までに遡る。

５）以下、蔵書閣所蔵図面についての内容は、韓国学中央研究院蔵書閣発行の『近代建築図面集―図面篇／解説篇』（2009）参照。
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＜図６＞「内庭洋館平面圖」（1916年頃）　韓国学中央研究院蔵書閣所蔵

この洋館は昌徳宮大造殿の後園での建設が計画され、1916年に工事
が開始されたものの、1917年大造殿一廓の火災によって工事が中断
された。以後大造殿一廓は景福宮殿閣を解体・移転を経て1920年に
新しく復元されたが、その過程でこの洋館の建設計画は廃棄された。
文化財庁所蔵の図面の中にも「内廷洋館計画図面」が存在するが、
双方には若干の違いがある。文化財庁所蔵図面は初期の計画であり、
蔵書閣所蔵図面は後に変更された計画であると考えられる。

＜図７＞「景福宮平面図（部分）」（1907－15年頃）韓国学中央研究院蔵書閣所蔵

この図は、「北闕圖形」が描かれた1907年か
ら景福宮の毀損がはじまった1915年の間に作
成されたと推定される。景福宮の全体を間の
単位で実測して描き、間ごとに「殿、堂、閣、
齋、亭、楼、庁、房、退、庫、廚、馬廊、厠、
門、今無（現存なし）」などで区分して色彩
をほどこしただけでなく、「井、池、道、溝、橋、
土墻、復道、敷石」などの屋外施設まで表記
されており、近代的な開発以前の景福宮の空
間利用状況を正確に知ることができる。

（３）文化財庁管理図面

　蔵書閣所蔵の図面とルーツを同じくする文化財庁管理の図面もまた、大部分が宮闕および王室と関
連した図面である。文化財庁には全489枚の図面が残っている。最も多く所蔵されている図面は近代
建築図面で、徳寿宮美術館関連図面が429枚があり、その他に伝統的な宮闕の図形が６枚、宮家と宮
廟を描いた間架図が９枚がある。残り45枚は1908年以降、昌徳宮の維持管理のための施設計画図（図
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８）や、1908〜1909年の前宗親府の敷地にて建設が計画されていた帝室図書館の書庫計画図、そして
日本の東京に建設が予定されていた李鍝公、李堈公の別邸新築設計図である６）。このように、解放以
前の李王職で生産もしくは管理されていた図面は、宮闕の維持管理のための近代建築図面類と王室の
財産管理を目的として製作された図形が大部分を占めていた。

＜図8＞「水道鐵管伏入位置之圖」（1908年）　国立古宮博物館所蔵

昌徳宮に水道管を埋設したのち、消火栓とバルブ
を設置するために作られた計画図面。大韓水道
会社の技術者兼経営者であったイギリス人Hugh 
Garratt Foster-Barhamが作成したものと推定さ
れている。昌徳宮の最初の近代的な測量図である。

３．国家記録院所蔵の近代建築図面の内容と意味

　国家記録院所蔵の建築図面は、1910年から1945年にかけて朝鮮総督府で作成された設計図面が中心
となっており、その資料の量は前述した機関に比べて圧倒的に多い26,000枚余りに達し、その所蔵資
料のすべてが近代建築図面である７）。奎章閣や蔵書閣の所蔵資料では、伝統と近代という二つの時代
における建築図面の変化を確認することが可能であるのに比べ、国家記録院所蔵の資料を分析するこ
とによって近代初期と中期の建築術の変化が明らかになる。
　国家記録院所蔵の近代建築図面を作成時期別、施設類型別に整理したものが表１である。1906年
から1945年まで、統監府時期を含む植民地時期に作成された図面が全体の93.7％であり大部分を占め
る。1906から1910年にかけての図面は大部分が度支部建築所で作成されたものである。度支部建築所
は1906年に設置された韓国最初の常設建築機構であるが、1907年以降は実質的な運営は日本人によっ
て行われ、植民統治のための基盤施設として大量の近代施設を建築した。1910年の朝鮮総督府設置以
降、建築所の業務は傘下の建築組織に継承された８）。この時期の建築図面からは、ソウルの議政府庁
舎、内部庁舎、大韓医院、龍山総督官邸、平理院のみならず、地方の裁判所、監獄、警察署など韓国
全土で建築された近代施設の具体的な建築計画を確認できる。

６）徳寿宮美術館関連図面は、国立文化財研究所が発行した『徳寿宮美術館設計図（2014年）で取りまとめられている。徳寿宮美術
館関連図面を除いた残りの60枚の建築図については、同じく国立文化財研究所発行の『国立文化財研究所所蔵　朝鮮王室建築図面』

（2013）で詳しく紹介されている。
７）国家記録院所蔵の近代建築図面と関連した資料は、国家記録院発行の『日帝時期建築図面解題（１）〜（７）』（2008〜2014）参照。
８）李グムド『朝鮮総督府建築機構の建築事業と日本人請負業者に関する研究』（釜山大学校博士学位論文・2007）32～35頁。
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　施設の種別では、全国に分布する教育施設、行政施設、医療施設、官舎、司法と行刑施設などが多
くを占めており、計1,667種の施設の個別施設図面が残存している。

表１　国家記録院所蔵の近代建築図面の時期別、施設類型別分布

  
現在まで確認された22,883枚を対象として筆者が作成した。

　国家記録院所蔵資料の資料的意味は次のように整理される。
　まず、国家記録院所蔵の近代建築図面は、20世紀前半の50年間に及ぶ比較的長期間における近代施
設類型が網羅されている。したがって、韓国に近代建築が導入され本格的に建設される過程の全貌を
把握することが可能である。具体的には、植民地初期に主に煉瓦造りと洋式木造建築で建設された国
家施設が、植民地後期には鉄筋コンクリート造りに代わっていく過程の構法と建築計画の変化を確認
することができる（図９）。特に4,200枚に及ぶ1910年代と1945年の解放以降朝鮮戦争（1950〜1953）
までの資料は、これまで資料の空白により分析が困難であった同時期の建築史研究にとって画期的な
転機となろう。
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＜図９＞「京城医学専門学校関連図面」（1928－1929年）国家記録院所蔵

1920年代は、近代式木造建築と煉瓦造り建築と鉄筋コンクリート造りの建築が併用された時期である。図面
からこれらの建築技術の適用過程が具体的にわかる。

　また、国家記録院所蔵資料の大部分が朝鮮総督府で作成された設計図面であり、当時の最高水準の
技術者が最高級の建築を計画した内容が確認できる。20世紀前半にも民間の設計会社が存在していた
が、原則的には朝鮮総督府内の設計組織が最も優れた設計集団であり、朝鮮総督府庁舎と京城帝国大
学などはもちろん各地方の道庁舎や官公所、病院、官立学校など最重要施設を建設している（図10）。

＜図10＞「京城医学専門学校付属病院外来診療所　増築工事設計図」（1932年）国家記録院所蔵

現在国立現代美術館ソウル館と
して使用されているこの建物は、
1920年代末の大恐慌以後、アメ
リカからはじまり世界的に流行
したストリームラインモダン

（Streamline Modern）様式を備
えている。 
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　第三に、図面で描かれている建物は全国に分布しており、かつそのすべてが国家施設として各地域
の中心地に位置しているため、韓国における近代都市化の過程を分析する研究にとって重要な資料と
なる。例えば、植民地初期には伝統施設を修理し国家施設として使用していたが、植民地中期になっ
て近代施設が建設されるようになる。こうした過程で伝統都市の中心をなしていた大型筆地の転用、
小型筆地の合併と道路の開設過程などの追跡が可能となり、近代都市の形成過程が明らかになる。ま
た現在では確認が難しい北朝鮮地域の都市建築の状況をみることができるという点も特筆に値する

（図11）。

＜図11＞「平壤慈恵医院　新栄設計図」（1913年頃）国家記録院所蔵

　同じ表題で一連の番号がつけられているこの二つの図面は、左は医院に改修する前の状況、右は改修工事
のための設計図として描かれたものである。この場所には元々1902年に平壌の離宮として建築された豊慶宮
があったが、1908年に官制が廃止されてから未使用の状態で残っている豊慶宮を慈恵医院として使用するた
め1913年に改修工事が行われた。

　第四に、建築計画の基本図面のみならず、構造と設備、室内計画と詳細に至るまで全体の設計図面
までもが保存されている事例が多く、これによって建築技術の発展が明らかになる。例えば、20世紀
前半における暖房設備の発展過程を具体的に確認することが可能であり、オンドル（温突）の改良に
かかる努力も確認することができる。また重要施設の場合、長期にわたる計画と施工、増築の過程で
生産された資料が共に保管されており、当時における建物の元来の計画意図から構造方式、内部空間
の活用方法、増築の過程などが推測される（図12）。
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＜図12＞「議政府背面詳細図」（1906－7年頃）国家記録院所蔵

大韓帝国の議政府は当時慶運宮（後の德寿宮）の南側道路の向か
い側に計画されていたが、完工前、政府の組織改編によって「度
支部庁舎」として使用されるようになった。20世紀初め、官庁の
建物には煉瓦や石で壁を作り、屋根と上層の床は木材で枠を組ん
だ近代式組積造が主に使用された。この図面はその詳しい建築技
法を示している。

　第五に、国家記録院所蔵の図面のなかには、特定の状況をうかがえる唯一の資料が含まれている。
例えば、古跡と関連して植民地時期に行われた彌勒寺址の石塔と佛國寺大石築の補修過程についての
図面や、光化門前の六曹通り周辺の官衙の状況を知らせる実測図面などは、近代的な変化が起る前の
状況を知ることができる、はっきりとした資料である。これに加え、1910年代において、現在の北朝
鮮地域に存在する各種古墳と平壌の普通門など、文化財についての実測図面も所蔵されており、関連
学界にとって重要な資料となっている（図13）。
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＜図13＞「光化門外 諸官衙　実測平面図」（1907－1909年頃）と「京城光化門通　官有地一覧図」（1917
－1923年頃）国家記録院所蔵

国家記録院には20世紀初頭の光化門前の六曹通りの状況を表している２種の図面が残っている。左の図面は
近代的な変化が起こる以前の状況を示す最古の実測図であり、右の図面は現在の光化門辻に当たる「黃土峴
広場」までを包括している。どちらも朝鮮時代のソウル中心部を再現するためには必要不可欠な資料として、
すでに光化門広場の造成事業などに幅広く活用されている。

　第六に、建築図面の歴史という側面からも国家記録院所蔵図面を評価することができる。これらの
図面から使用された図面の材質や形式はもちろん、作図法と作図道具などによってそれぞれの変化の
過程を理解することができる。前述した奎章閣および蔵書閣所蔵の図面と併せてみるならば、近代的
な図面の作図法は、海岸測量図、地籍図と家屋実測図などを経て設計図へと段階的に適用されてきた。
また設計図に関しても、配置図と平面図などの基本図面から、構造図と機械設備等の詳細図へと拡張
されていったことがわかる。
　国家記録院所蔵の近代建築図面は、現在その実物のほとんどが失われているものの、現在の都市の
基本的な枠組みを構成している近代的な国家施設の姿を具体的に把握するのに必須資料であり、かつ
その大部分が唯一残存している資料であるため、資料的価値が非常に高い。特に日本でもこれに匹敵
する同時期の資料が残存していないため、これらの資料によって韓国はもちろん東アジアで近代建築
が発展する過程を追跡することが可能になる（図14）。
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＜図14＞「中央試験所　敷地地均工事　平面図」と「中央試験所庁舎　新築設計図」（1912年頃）国
家記録院所蔵

左の図面の上に「工業傳習所 本館」と書かれた建物の外郭が見え、その下に斜線のある部分は新しく建てる建物
を表している。右の図面は新築する庁舎の平面と立面である。これらの図面を通して、現在史跡第279号「旧工業
傳習所本館」として指定されている建物が、実際は1912年に新築された中央試験所庁舎であることが確認できる。

４．建築図面の活用の課題と展望

　奎章閣と蔵書閣、文化財庁所蔵の近代移行期建築図および建築図面、そして国家記録院に所蔵され
ている膨大な量の近代建築図面は、伝統時代および近代時期の建築史と都市史を研究する者にとって
祝福であるといわざるをえない。これらの図面から、韓国の建築と都市が伝統の時代から近代へと移
行する初段階の姿を生々しく感じ取ることが可能であり、それによって実物・文献による建築史に加
えて、図面による建築史という新しい研究方法論が誕生したのである。例えば、奎章閣の実測図を利
用した20世紀初めのソウルの都市住宅の復元事業や、蔵書閣の家屋図形をもとに朝鮮後期の宮家と宮
廟の存在様相を追跡した研究成果も確認できる。特に近代建築史を研究する者にとって、国家記録院
の図面資料は必ず検討しなくてはならないものであり、すでに幅広く引用されている。例えば、国家
記録院で提供した３Ｄ資料をもとに、映画などの新しい文化コンテンツを開発し、西大門刑務所女獄
舎など失われた建築物の復元するための必須的資料として活用されている。
　しかしながら、このような多くの成果を指摘できる反面、今後も努力を傾けなくてはならない部分
も残っている。図面資料の単独引用にとどまらず、関連した行政文書などとともに立体的な分析を行
うことによって具体的な歴史像を描くことができるだろう。例えば、奎章閣所蔵の「奏本」に附属さ
れている図面類が該当する文書と共に分析されたり、膨大な量の国家記録院所蔵の図面が中央永久記
録管理システム（Central Archival Management System, CAMS）に登録され、「朝鮮総督府記録物」
コンテンツと連携して活用されるのであれば、建築史学だけでなく一般歴史学界でも図面についてア
クセスが可能となり、それによって大きな成果を期待することができる。このような努力によって、
建築史は建築物の歴史にとどまらず建築活動の歴史として拡張され、立体的な生々しい形態資料は歴
史学者の想像力を刺激し、新しい解釈の可能性が開かれるであろう。
　また、様々な所蔵先に分散されている各図面の資料を統合的に検索・閲覧することが可能になるこ
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とが望ましい。現在、国家記録院所蔵図面については検索エンジンが構築され稼働しているが、この
検索結果を他の機関所蔵の資料へと拡張することは難しい９）。奎章閣および蔵書閣、文化財庁管理資
料には様々な時期にまたがった多様な形式の建築図が混在しているため、統合検索エンジンやデータ
ベースを構築するための追加的な作業が必要であろう。加えて、絵画と写真などの他のイメージ資料
についての解題作業とデータベース化が実現し、図面アーカイブと連動した検索・分析が可能となる
ならば、より統合的な都市建築視覚資料アーカイブの構築が可能となるであろう。
� （原文韓国語。田鳳熙教授による監修のもと、冨樫あゆみ特任助教が翻訳）

９）現在、「日帝時期建築図面アーカイブ」（http://theme.archives.go.kr/next/plan/viewMain.do）が韓国国家記録院のホームペー
ジで公開されている。
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BongHee Jeon （Seoul National University）

Architectural archives are targeted for all kinds of materials produced regarding the birth of 

architectures, but among those, architectural drawings are particularly crucial as the means of 

fundamental communication within the architectural field. Architectural drawings can be categorized 

into two branches of traditional drawings and modern drawings, according to whether modern 

methods of projection are applied or not. In Korea, modern architectural drawings were introduced 

when foreigners came to Korea after the opening port in 1876. By the early 1900s, those drawn by 

Korean technicians could be found as well. 

Currently, there are more than 27,000 modern architectural drawings produced earlier than 

1945 in Korea. Most of them were produced by the Japanese Government General of Korea during 

Japanese colonial era from 1910 to 1945, and they belong to the collection of National Archives 

of Korea. Palace-related architectural drawings managed by Office of the Yi Dynasty during the 

same time period are housed at Jangseogak Archives and Cultural Heritage Administration. Those 

produced earlier than 1910 are managed by Kyujanggak Institute for Korean Studies in Seoul National 

University. 

This article reviews the overall condition of Korean modern architectural drawing archives and 

examines the corresponding collection by National Archives of Korea comprised of more than 22,000 

pages that take up the majority of the whole collection. This collection is meaningful not only because 

it accounts for the majority, but also because it allows us to trace the modern architecture’s development 

process from modern timber structure to brick structure, and from brick to reinforced concrete. 

Furthermore, it helps the thorough understanding on the history of Korean modern urban architecture 

through tracking the earlier development conditions of national infrastructures located in the center of 

Korean major cities. In addition, modern approaches to historical relics can be seen, and it is possible to 

trace the changes in drawing methods and the development of construction techniques systematically.

Abstract

Present Condition of Korean Modern Architectural 
Drawing Archives and Significance of the Collection by 
National Archives of Korea
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